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推進テーマ

育ちと学びをつなぐ
～幼保小の架け橋プログラムを踏まえて～

令和４年３月３１日 文部科学省



今年度の推進内容

①「１０の姿」を手掛かりとした「日案」の作成

②児童支援専任と築くスタートカリキュラム

③園との持続的な交流と子どもの学び

④職員間の関係の構築



①「１０の姿」を手掛かりとした「日案」の作成

昨年度の課題

４月７日
～

４月２８日

「やること」を押さえ
ることが中心となっ
てしまっているな。



①「１０の姿」を手掛かりとした「日案」の作成

「園との接続」をより一層意識して、共有・
指導ができるのではないか。

形式的な取り組みとならないよう、
家庭や地域も一緒に、「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を
手掛かりに、子供の姿を起点に話
し合いを深めましょう



②児童支援専任と築くスタートカリキュラム

児童支援専任

専任の立場は、どうしても「何かあったときに対応す
る」ということが多い。本当は「日ごろから」関係を築
けているといいと思うのですが。

～きっかけ～

１年生と一緒に遊んで関係を築くのはどう？児童に
も保護者にも専任の先生を「みんなの先生」と認識
してもらうことで安心して学校に通えるようになるん
じゃないかな！



②児童支援専任と築くスタートカリキュラム

１０の姿
×

横浜プログラム

協同性
×

フープ回しリレー



②児童支援専任と築くスタートカリキュラム

全ての先生が関わるプロセスや、
組織的な体制づくりを大切にし、
接続に関する取組を年間計画に
位置付け、持続的・発展的な取
組を目指しましょう

友達が「フラフープ２個でやろう」って言っ
てやってみたら、もっと楽しくなりました。



③園との持続的な交流と子どもの学び

４月下旬～５月上旬
園の先生との学び

９月下旬～１０月上旬
「はなのみち」に招待

１０月下旬
「はなのみち」のお礼



③園との持続的な交流と子どもの学び

ぼくたちも「はなのみち」を作っ
て、園の友達を招待しよう！！

９月下旬～１０月上旬
「はなのみち」に招待

５月～
国語「はなのみち」【光村図書】の学習



③園との持続的な交流と子どもの学び

９月下旬～１０月上旬
「はなのみち」に招待



③園との持続的な交流と子どもの学び

前は、保育園でこんなことをし
たことがないから、学校ってこ
んなに楽しいんだって、勉強す
るだけじゃなくて面白いところ
なんだ。だから「はなのみち」
はできたんだって思います。

（クラスの友達と）二人で「は
なのみち」を通ったら、最初は
レベル７０だったけど、そのあと
に幼児が来たらレベル１５０
だったから、すごいな～友達っ
て思いました。

幼保小の教育のつながりを意識し
た活動が、子供の豊かな体験を生
み出し、主体的・対話的で深い学
びの実現につながります



③園との持続的な交流と子どもの学び

１～２月 動画のやり取り

【小学校からの動画】
「知りたいことや心配なことは、
ありますか？」

【保育園からの動画】
「給食のメニューはどんなもので
すか？当番はありますか？ 」

【幼稚園からの動画】
「勉強は難しいですか？図書館は
ありますか？ 」

２月 直接交流



④職員間の関係の構築

８月２５日（木）幼保小連携研修
【ねらい】

園の先生、小学校職員で接続期の子どもたちに
ついて話し合うことを通して、園での育ちや学
びについて理解を深めるとともに、本校のス
タートカリキュラムの理念や取組を共有する。

【講 師】
こども青少年局 鈴木 暁範 先生

【活 動】
①カプラじゃんけんをやってみよう
②園の実践から「１０の姿」を探そう
③小学校の実践から「１０の姿」を探そう



④職員間の関係の構築

８月２５日（木）幼保小連携研修～園の先生の振り返り～
幼稚園、保育園、小学校の職員が短い時間ではあったが集まって子どもた
ちの育ちや、学びのために、共通の認識を持つ時間となったと思いました。小
学校にバトンを渡し、実際にバトンを受けとった小学校がどのようにスタートし
ているのか理解をあまりしていなかったので小学校の先生方が私たちが遊び
を通して学び成長していってほしい１０の姿に知識のエッセンスを入れること
にいろいろ工夫していることがわかり、よい研修の場に参加できたと思いまし
た。ありがとうございました。
小学校で、知識の学びができるように私たちは（子どもたちに）たくさんの経
験をしてもらい心の学びの土台を豊かなものにしていくことが役割だと思って
います。豊かな心の土台に小学校で知識のエッセンスをそそいでもらい、さら
なる10の姿が育っていくのではと思っています。そのためにも自分自身も豊
かな心を持っていられるよう学びを続けていかなくてはと思っています。



④職員間の関係の構築

８月２５日（木）幼保小連携研修～小学校の先生の振り返り～
幼保の育ちや学びがわかり、よかったです。1年生のスタートカリキュラムが
これからの学校生活を築いていく基本だとわかりよかったです。子どもの自由
な発想を教員が柔軟に対応することが、子どもたちの10の姿が広がっていく
ことに繋がっていくと思いました。受け止める側の柔軟性を養っていこうと思い
ます。

「子どもの力を信じること」という一点に尽きるな、と思いました。①園の先生
方の実践をもっと知ることで「どんな育ちをしてきたのか」が分かり、子どもた
ちの育ちの見取り方を知ることは大切だと思いました。園の先生方の実践や
想いをもっと聞いてみたいなと思いました。②子どもたちを多面的に見ること
の大切さを感じました。



④職員間の関係の構築

１１月２２日（火）校内授業研究会 施設類型・設置者・
学校種を越えて、幼
保小の先生が、気軽
に話し合える関係を
構築し、対話を大切
にするとともに、主
体的・対話的で深い
学びの実現に協働し
て取り組み、発信し
ましょう

１２月２６日（月）小学校職員１日保育参観



おわりに

R３年 校内授業研究会

R４年 何気ない会話

「これ、雑草じゃん！」と簡単に言う
のではなくて、子どもが考えることを
大事に授業を作っていることが分か
りました。園でも子どもの思いを大
切に活動を考えていきたいです。

今年は子どもたちが見付けてきた
種や、散歩のときに見付けて気に
なった植物を自分たちで植えたり、
植え替えたりして育ててみる活動に
挑戦しています。


